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子会社株式の一部譲渡に伴う特別利益の計上に関するお知らせ 
 

  当社は、平成22年 2月26日開催の取締役会において、当社の子会社であります株式会社SALVATORE 

CUOMO JAPAN（以下、「SCJ」という。）の株式の一部を譲渡することを決議いたしました。なお、当

該子会社株式の一部譲渡に伴い特別利益が計上されますので、併せて下記のとおりお知らせいたし

ます。 

 

記 

１． 譲渡の理由 

当社はこの度、カジュアルレストラン事業の強化と連結有利子負債の削減を図るために、当社子会

社であります SCJ の株式の一部（発行済株式数の 5％）を良品保険株式会社に譲渡することを決議いた

しました。当社グループは、外食事業としまして高級レストラン「XEX（ゼックス）」やカジュアルレ

ストラン「PIZZA SALVATORE CUOMO」等のレストランの運営を行なうほか、施設管理事業等を展開して

おりますが、その中でも「PIZZA SALVATORE CUOMO」を中心に展開しております SCJ は、昨今の不況下

にあって急成長を遂げており当社グループ内でも中核的な事業として位置付けられております。今後、

SCJ の出店スピードが加速し店舗数が増加するにつれ、店舗のリスク管理体制のさらなる強化が必要に

なりますが、株式譲渡により良品保険株式会社の損害保険の設計・加入等に関するノウハウを活用す

ることができ店舗のリスク管理体制を強化することができるものと判断し、同社に株式の一部を譲渡

することといたしました。なお当社グループにおけるカジュアルレストラン事業の中核としての SCJ

の位置付けに変更はなく、当社の連結子会社として引き続き同社の経営管理を行なってまいります。 

  

２． 子会社の概要 

(１)名     称 株式会社 SALVATORE CUOMO JAPAN 

(２)所 在 地        東京都港区六本木六丁目 1番 20 号 

(３)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 重田 サルバトーレ 

(４)事 業 内 容 レストランの企画・開発・運営 

(５)資 本 金 1,000 万円 

(６)設 立 年 月 日        平成 17 年 6月 1日 

(７)大株主構成および持株比率 当社 84％ 

(８)発行済株式総数 1,000 株 

 

 



 (９)最近事業年度における業績の動向 

 平成 20 年 2月期 平成 21 年 2月期 

売 上 高 3,706 百万円 4,956 百万円 

営 業 利 益 157 百万円 200 百万円 

経 常 利 益 153 百万円 196 百万円 

当 期 利 益 83 百万円 90 百万円 

総 資 産 1,440 百万円 1,827 百万円 

純 資 産 158 百万円 248 百万円 

１株当たり配当金 －円 －銭 －円 －銭 

 

３． 株式の譲渡先  

(１)名     称 良品保険株式会社 

(２)所 在 地        東京都港区南麻布五丁目 15 番 14 号 

(３)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 松尾 聖海 

(４)事 業 内 容 保険代理店、経営コンサルティング他 

(５) 上場会社と当該会社との関係 資本関係、人的関係及び取引等は一切ありません。 

 

４． 譲渡株式数、譲渡価額および譲渡前後の所有株式の状況 

(１)異動前の所有株式数         840 株（所有割合  84％） 

  （議決権の数 840 個） 

(２)譲 渡 株 式 数           50 株（譲渡価額 100 百万円） 

  （議決権の数  50 個） 

(３)異動後の所有株式数         790 株（所有割合   79％） 

  （議決権の数 790 個） 

 

５． 日程 

 平成 22 年 2 月 26 日 取締役会決議 

平成 22 年 2月 26 日 株式譲渡契約締結、株式譲渡日 

 

６． 特別利益の計上について 

当社単体において、特別利益として子会社株式売却益 99 百万円を計上する見込みであります。 

なお、当社連結上の子会社株式売却損益については、現在正確な金額を精査中であり、詳細につ

きましては明らかになり次第公表いたします。 

 

７． 今後の見通しについて 

本件が当社の業績に与える影響につきましては、現在精査中であり、詳細につきましては明らか

になり次第公表いたします。 

                                               以 上 


